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あらまし  人間の持つ感性や感情を芸術分野へと変換することは、人々の内的衝動を平和的な形で昇華する行為

であり、健全な自己実現の形である。本論文で提案する作曲システムは、形容詞を介して画像から音楽へとメディ

ア間の情報変換をすることで、全ての人へ作曲手段を提供するものだ。本システムは、まず画像ピクセルの色情報

とカラーイメージスケールの距離計算を行い、画像を形容詞の数値に変換したメタデータを生成し、それから音楽

のリズム、テンポ、音色、音の動き方などを定義していき、さらに音楽理論に基づき音の動きを自然に選択するた

めの音楽理論データベースを利用し、旋律を作る。このシステムの新規性は、感性情報処理と音楽家の持つ高度な

専門知識を組み合わせる点にある。それによって得られる結果は、人々の心理状態や印象を西洋音楽の理論に基づ

いた音楽性を持った作品として表現することが実現されたものである。 
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1. はじめに  
抽象的な表現手法として心象を発する文化を広く

根付かせることは、人々を救う。自己の内的衝動を発

散するとともに、主張や不遇な状況を、不快さを抱か

せない形で他者に示すことが実現されるからだ。  
これは芸術家達が日常的に行なっていることであ

る。その中でも音楽は最も抽象度の高い表現方法であ

る。旧ソ連下で自由が極めて制限された日々の中でも

ショスタコーヴィチがソ連政府に対する皮肉や日々の

葛藤を音楽で描き続けていたことは、内的心象の発散

として作曲行為が役立つという意味においても注目に

値する  [1]。  
このような行為が誰にでもできるように支援する

機能があれば、多くの人々がもっとうまく生きていく

方法を発見することができるようになる。  
そこで本論文では、感性や感情を旋律として表現す

るシステムを提案し、内容の解説と、実行結果を示す。

本システムは、人間の内面を表現するにふさわしい感

性語、感情語からなる形容詞群を介して音楽に変換す

ることを根幹部分とする。また、本論文ではインプッ

トとして画像のピクセルデータを用いた。  
 

2. 基本方式  
 本システムは、感性データ抽出、感情データの抽

出、音楽基本データの定義、メロディの制作に分けら

れる。感性語はカラーイメージスケール  による客観的

な形容詞群から 16 語 [2]を用いるのに対して、感情語

は正負の 10 の軸 [3]である。これらを組み合わせて計

量を行うことで音楽の持つ表現に迫ることを実現した。 
また、メロディ制作はさらに細分化される。息継ぎ

の設定、リズムの決定、音の選択のプロセスである。  

2.1.  感性データの抽出 
本システムは画像ピクセルの色情報を利用し、カラ

ーイメージスケール  で定義された各形容詞の 3 つの

色の組み合わせと HSV 方式による距離計算を行うこ

とで、各形容詞の度合いを数値化することで画像の印

象を抽出する。本システムは音楽要素に変換するため

のデータ定義を実現可能にするため、利用する感性語

をカラーイメージスケール  内の 16 の主要クラスタ [2]
の中で中央域に位置する以下の 16 語に絞った。  

・プリティな ・ロマンチックな ・カジュアルな  

・ナチュラルな ・クリアな ・エレガントな  

・シックな ・スポーティな ・ダイナミックな  

・ゴージャスな ・ワイルドな ・クラシックな  

・重厚な ・ダンディな ・フォーマルな ・モダンな  
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2.1.1. 画像の代表色を抽出  
まず、与えられた画像の各ピクセルの色情報を色相

&トーンシステム (図 1)による 130 色 [2]へ近似する。そ

こから頻度が上位の色を 12 色ピックアップし、与え

られた画像の代表色とする。  

 

図１ : 有彩色 120 色および無彩色 10 色からなる全

130 色のマンセル基本色彩セット [2] 
 
 

2.1.2. 感性語との距離を抽出  
カラーイメージスケールで定義されている感性語 A

の i	色目と、得られた代表色から 3 つを選んだ順列 P を

全て生成し、その i	番目と HVS 要素による距離計算を

行い、結果の和が最短だったものをその形容詞との距

離と定義する。  
なお、同一の形容詞でも複数のカラーパターンが定

義されているため、本システムでは全パターンに対し

て試行した最短距離の結果を各形容詞との距離とした。 
また、HVS 空間における距離計算には、𝐺𝑜𝑑𝑙𝑜𝑣𝑒色差

式を用いた [4]。各感性語との距離計算式と、𝐺𝑜𝑑𝑙𝑜𝑣𝑒色
差式∆𝑔𝑜𝑑𝑙𝑜𝑣𝑒を以下に示す。  

 

𝐷,- =	/{∆𝑔𝑜𝑑𝑙𝑜𝑣𝑒1𝐴34,𝐴36, 𝐴37, 𝑃34,𝑃36, 𝑃379	}
;
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∆𝑔𝑜𝑑𝑙𝑜𝑣𝑒(𝐻=,	𝑉=,	𝑆=,𝐻B,	𝑉B,	𝑆B)  

 =
2𝑆1𝑆2F	1−cosF	2π

K	𝐻1−	𝐻2K
100 MM	+	(	|𝑆1−	𝑆2|)

2+	1	4Q𝑉1−	𝑉2|)
2

2  

 
 

2.2.  感情データの抽出 
本システムでは、ネガティブ -ポジティブ感情を表す

語として、以下の 10 語を採用している。  
・冷たい -熱い  ・暗い -明るい  ・重い -軽い  

・醜い -美しい  ・悲しい -嬉しい  ・遠い -近い  

・弱い -強い  ・静かな -騒がしい  ・悪い -良い  

・男らしい -女らしい  

 

これらを、稲浪らの実験 [3]により定義されている数

値を用いて計量を行う。内容を図 2 に示す。  

 

図 2: 感情語と色の関係 [3] 
 

感情語メタデータを抽出するにあたっては、まず各ピ

クセルの色情報を𝐺𝑜𝑑𝑙𝑜𝑣𝑒色差による距離計算を用い

て原色 12 色に近似する。  
画像 I における各ピクセル 𝑗の色𝐶𝑖に対応する感情語𝑎
の値𝐶3	VW を用い、全ての感情語𝑎の値𝑊Wを算出する。  
データ構造と、𝑊Wを求める計算式を以下に示す。  

 

 
 

2.3.  音楽基本設定の定義 
以上より得られた各形容詞の値より、各音楽要素に変

換を行う。その中でも基本的な音楽の設定として、

BPM(Beats per Minute)、音階の使用する割合やリズム

の選び方、メロディの動き方を定義する。  
これらはいずれも各音楽要素と関連する形容詞を複

数選択し、各語と選択する音楽要素によって定義され

たデータベースを構築し、入力値として与えられた各

形容詞の数値と距離計算を行うことで、最も印象が近

い選択を行なっていくものである。  

2.4.  メロディの制作 
メロディ制作は、息継ぎ情報の決定、リズムの決定、

音の選択の 3 プロセスに細分化され、音楽基本設定を

用いて各プロセスは進行していく。  
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3. 実現方式  
本システムは図 5 に示すように、画像処理による形

容詞抽出機構とメロディ生成機構の 2 パートに音楽理

論データベースが介入する形によって構成される。  

 
図 5: システム構成図  

 

3.1 Basic Musical Settings(基本音楽設定) 
Adjectives Extractor によって得られた形容詞群を元

に音楽で使える情報として取り出すために、楽曲作り

の中で発生する選択肢と形容詞との関係性を Basic  
Musical Settings としてデータ定義する。それらには、

Adjectives and BPMs, Length of Inhale, Length of Exhale,  
Adjectives and Booth Making, Emotions and Scale などが

ある。形容詞群のデータに対して MMM の方式 [8]を適

用することによって、これらの値を定義していく。  
以下の図 6 に、本システム内にデータベースとして

導入してある基本音楽情報の全体像と Melody Maker
のどの部分で利用されるかを示す。  

 
図 6: 基本音楽設定 (Basic Musical Settings)の詳細と

Melody Maker 内の各プロセスとの関係  

3.2 Notes Chooser(音選択器 ) 
発音部分に対して、楽曲基本情報で指定された音階

の割合に従い音階を割り振る。さらに同様に指定され

ている楽器の音域内 [6]に候補を絞る。候補に残った選

択可能音からランダムで選ぶ。  
この音選択を 1 曲の最後まで行う。結果を図 15~16

に示すルールによってスコア化する行程を個体数分行

い、図 16 の設定による遺伝的アルゴリズムによって

スコアが最大の個体を完成品として選択する。  

 
図 15: スコア計算の基本ルール 1 

 

図 16: スコア計算の基本ルール 2 

また、旋律が音楽的に不自然な進行をするのを避けるため

に以下のルールを設ける。  

・Music  Theories によって定義された禁則 [5] [7]を犯した

場合、スコアを激減させる  

・同じ音が連続で選ばれた場合、他の音の GetRate  が通常

より多く減少する  

・全ての音数に対して順次進行が Emotion and Smooth  Rate

によって得られた割合から離れていた場合、スコアを減少さ

せる  

 

また、無数のパターンから優良なメロディを探索す

るために遺伝的アルゴリズムを採用した。遺伝的アル

ゴリズムの流れを以下に示す。  
・次世代に移るにあたり、前世代のスコアが上位 1 つの個

体を継承する  

・全世代にルーレット関数を適用し 2 つの親を決定し、そ

れらを次世代へ継承する  

・どちらかの親の突然変異を適応した個体を指定した数

生成し続ける  

・突然変異の際は、Note Chooser の機能を使い、選択可能

範囲から音を選択していく  

・指定した数の個体数に達したらそこまでをひとつの世

代とする  

 

4. システムの実行  
4.1.  実行結果 

入力した画像に対して、得られた形容詞情報、次い

で 4 小節+アウフタクト 1 拍を指定し、GA において指

定する個体数を 10、世代数を 1000 とし生成されたメ

ロディを数パターン以下に示す。  
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画像  

 
参照 (https://www.photo-ac.com) 
・結果  
・画像 B より得られた各形容詞の相関  
プリティな  98 
ロマンチックな  99 
カジュアルな  94 
ナチュラルな  95 
クリアな  100 
エレガントな  90 
シックな  80 
スポーティな  88 
ダイナミックな  19 
ゴージャスな  79 
ワイルドな  58 
クラシックな  49 
重厚な  0 
ダンディな  25 
フォーマルな  50 
モダンな  58 
冷たい -熱い  23 
暗い -明るい  50 
重い -軽い  9 
醜い -美しい  10 
悲しい -嬉しい  28 
遠い -近い  -25  
弱い -強い  -39  
静かな -騒がしい  6 
悪い -良い  -19  
男らしい -女らしい  25 

・画像 B より生成された曲 1 

 
・画像 B より生成された曲 2 

 
・画像 B より生成された曲 3 

 
 

5. 結論  
本論文では、新たな自動作曲システムの実現可能性

について検証した。本システムでは、画像から得られ

たそれぞれの形容詞群データから、違和感のない形容

詞データの数値を抽出することに成功し、それぞれの

画像ごとに特徴的なメロディを生成し分けられること

を示した。  
また、遺伝的アルゴリズム内での適応度計算の手法

を音楽理論にかなうように音楽家の専門知識と経験に

基づいてスコア計算の規則の設定することで、遺伝的

アルゴリズムの持つ欠点 (ランダム性による音楽性の

欠如傾向 )をかなり補い、音楽性の高い結果が得られて

いることが観察できた。  
同様に、コード (和音 )という概念を一切利用しない

で音楽生成を試みたとしても、結果的にコード感を有

し、聴き心地よく、編曲の発展性を十分に持った、結

果として有効性のあるメロディを生み出せることを示

した。  
 

6. 今後の展望  
今後は、SNS などのテキストデータ、心理テストの

結果、脳波や体温などの身体的情報などをセンシング

して形容詞群に落とし込むシステムが、本システムと

統合されていくことが望まれる。  
また、本システム内の音楽基本情報は、本質的には

個人によって変化するものだから、性格診断や利用者

に関連する情報のセンシングをし、これらを活用して

データが作成されると良い。  
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